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ＴSＵＭＵＧＩ通信 VOL.1４ 

一般社団法人地域連携ネットワークみえ 

三重県伊勢市御薗町長屋１９６３ 

㈱ｴﾎﾞﾘｭｰｼｮﾝ内（☎0596-63-5080 FAX0696-65-7006） 

E-mail  info@3c-mie.net     https://3c-mie.net/ 
   

 

 

 

青葉が眩しく、すべての生き物がイキイキと芽吹き希望に向かおうというこの時期、未だ収まらない新型コロナウィルス感染は社会

不安と共に人々のこころを曇らせています。 

今回はそんな中で地域のために頑張ってみえる集落の活動や、企業の取り組みをご紹介します。 

松阪市山室町の竹林地区は市の東部に位置する農村地帯で市街化区域と市街化調整区

域の境目にあります。 

 

この地域は、市街地の末端ということもあり、開発から取り残され、また近隣住宅街も老

朽化が進み、住民も高齢化が進んでいました。 

農家も高齢化・後継者不足を背景に耕作放棄地の増加懸念、また地域的に相続税等の評

価額も比較的高いなど将来に向けて多くの課題を抱えていました。 

 

そこで平成 18年に地元農家が集まり「自分の子や孫にも住まわせたいまちづくり」、「他

にないまちづくり」として『農と住』をコンセプトに地元 JAの協力のもとに「竹林まちづく

り推進協議会」が設立されました。 

 

そして、新たな住民が家庭菜園やガーデニングが出来るまちを目指して、平成 23年に地

権者による農住組合を設立して宅地開発に着手。 

既に取り組んでいた開発地域の隣地での体験農園を開園することで地元農家と新住民と

の交流が進められています。 

当初は市街化区域、平成 28年からは市街化調整区域として現在に至っています。 

☆☆☆ 竹林まちづくり推進協議会の取り組み ☆☆☆ 
 

 
体験農園全景 

 
 

 

野菜を育てておいしく食べよう！ 

5月の農業体験は、トウモロコシ、ナス、ピーマ

ンの定植です。 

先ずは植え付け講義が行われ、その後に実体験

です。 

最近は、新住民は新農民となっているそうです 

竹林農業体験農園は、平成 17年に開園し、一会員あたり

の経営面積は約 40㎡、作付け数は約 26品目。 

昨年の講習と作付け指導は年間 12回実施されました。 

新しい農民（？）の皆さんへの

講習は JA職員が、作付け指

導は地元農家のみなさんが！ 

☆☆☆ 度会郡 4町情報交換会の実施 ☆☆☆ 
 

 

 

新年度になって初めて玉城町、度会町、大紀町、南伊勢

町の 4町の企画等担当責任者の皆さんが意見交換会

を行いました。（三密対策を十分にとっての開催です。） 

 

各町のトピックスを紹介するとともに、コロナワクチンの

接種対応や SDGｓへの取り組みなどについて意見交換

が行われました。 

地域コミュニティの現状と課題、地域おこし協力隊の現状、空家対策、リビングシフトの新たな取り組みなど各自治体がほぼ共通した

テーマについて実態紹介されました。 

最近は意外と近隣自治体の現状について知る機会がない現状を鑑み、他の基礎自治体のみなさんも是非こうした機会をつくられる

ことをお勧めします。 

たけばやし 

mailto:info@3c-mie.net
https://3c-mie.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆☆☆ グローブマーケティング ㈱ の取り組み ☆☆☆ 

 

当組織の法人会員であるグローブマーケティング株式会社は、自転車を通じてサステナブルナ社会づくりに取り組まれています。 

同社が事業運営協力している 一般社

団法人 e-Mobility協会とともに E-

bike事業を通じて、ラストワンマイル

の移動手段を確保することで交通政策

上の課題解決の一つとして寄与してい

ます。  

もちろん自転車は、エネルギー

がクリーンで CO２の排出のな

いモビリティ社会に貢献してい

ます。 

そして、自転車は電動サポートがあったとしても基本は脚力！ 

 

高齢化社会の中で平均寿命と健康寿命の 

ギャップをいかになくすかが昨今の社会課題です。 

衰えは脚からきますからね。 

E-bikeで気軽に出かける

マイクロツーリズムで多様な

生物が発見できるかもしれ

ません。 

昨年１１月には、当組織の会員でもある「菰野町観光協会」が取り組まれた『菰ビリティ』（小型モビリティ導入事業）に対し 

一般社団法人 e-Mobility協会がサポートを実施しました。 

これは、菰野町事業者のみなさん向けに電動アシスト⾃転⾞試乗会の企画運営を行ったものです。                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

VOTANI by BESV H3 GIC TRANS MOBILLY NEXT140 MITATA クルーズ 

同社の事業の一つは、電動アシスト⾃転⾞販売代理事業および、保守・メンテナンス⾃転⾞ショップの斡旋です。 

ほかにも小型モビリティ用盗難防止及び位置情報デバイス「Sigfox」の販売代理及び取り付け作業があります。 

㊟ 位置情報システムは「大日本印刷」によるサービスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次の時代に向けて、４輪・２輪の枠を超えたすべての e-Mobility(電気車両)を取り巻く環境を最適化していく

活動を進めています。 

 

安心で平和な社会を！ 

会員と会員がつながり相互に助け合う持続可能な社会づくりを目指します。お問い合わせはメールで ☝ 

 

 

電動アシスト自転車は昨年度

の販売台数は約７４万台と過

去最高！ 

最近は押し歩きアシスト機能

がついたものもあり、コロナ

禍での需要が多くなっている

そうです。 


